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Ⅰ 総論

大規模災害や事故等が発生した場合、本市単独での対応が困難になることが想

定される。その場合、他自治体等へ応援を求めることとなるが、その際に人的・

物的支援を円滑に受入れるための手順やその役割など、受援に必要な体制を予め

定めておく必要がある。

本計画は、「郡山市災害時受援計画」と整合をとりながら、本市だけでは対応

できない事態に他の自治体や機関など多方面からの支援を最大限活かすため、人

的・物的支援の受入れ手順やその役割など受援に必要な体制の整備を目的として

策定した。

なお、本計画書は、職員に事前配布するとともに、災害・事故等が発生した場

合、各応援隊にマニュアルとして配付するものとする。

ー1ー

１．本計画の趣旨



２．本計画の位置付け

本計画は、郡山市上下水道局災害対策計画の下位計画として位置づけられると

ともに、他の関係する計画と整合を図るものとする。

本計画では、応援を受ける業務について、「応援要請」、「応援受入れ」、

「受援による業務の実施」、「受援の終了」という流れに沿って整理した。
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郡山市地域防災計画

郡山市上下水道局
災害対策計画

郡山市上下水道局
災害時受援計画

郡山市上下水道局
災害時行動マニュアル

郡山市災害時受援計画
郡山市業務継続計画

図１ 計画の位置付け



３．本計画の適用

適用要件は、以下の３つの要件のいずれかを満たす場合とする。

① 本市に震度５弱以上の地震が発生した場合（郡山市上下水道局災害対策

本部（以下「局災対本部」と言う。）設置要件）

② 大雨による水害等、相当規模の災害が発生した場合（局災対本部設置要

件）

③ その他、上下水道事業管理者が必要と認めたとき
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（１）適用要件

（２）適用期間

適用期間は、発災後１か月を基本とするが、必要に応じて発災後１か月以降の

応援受入れも想定する。



４．本計画の対象とする支援

本計画が対象とする受援対象の業務や支援は次のとおりである。
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（１）受援対象業務・支援

事業 応援内容

水道

①水道施設の被害状況等の情報収集及び報告に関すること
②応急給水及び水道施設の応急復旧に関すること
③その他緊急対応に関すること

下水道

①下水道施設の被害状況等の情報収集及び報告に関すること
②下水道施設の応急復旧に関すること
（先遣調査、応急復旧、二次調査、本復旧等を含む）

③その他緊急対応に関すること

表１ 人的支援の応援団体と応援内容



① 応急給水

・ 災害救助法が適用となる場合

日本水道協会が発行する「地震等緊急時対応の手引き」に記載のように、

同法の対象となる費用については、応援事業体が各都道府県を経由し国へ費

用を請求する。

・ 災害救助法が適用とならない場合

日本水道協会が発行する「地震等緊急時対応の手引き」の規定によるもの

とする。

② 応急復旧（水道・下水道）

応援市町と本市で協定を締結し、応援者の旅費、応援物資の購入費、車両等

の燃料費、機械器具類の輸送費等に対する応援市町と本市の負担割合はそれぞ

れ協定に基づくものとする。
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（２）費用負担



ー6ー

Ⅱ 施設の概要

福島県郡山市豊田町１－４

１．上下水道局庁舎

経営戦略課、下水道整備課、

営業課

水道整備課、水道保全課



本市における水源及び給水区域は、下記のとおりである。

猪苗代湖を中心に、逢瀬川、深沢川、国が管理する三春ダム等を水源として供

給している。
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図２ 水源及び給水区域

２．水道施設

（１）水源及び給水区域
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（２）堀口浄水場

福島県郡山市逢瀬町多田野字元寺１－１

5,000㎥×3池 計15,000㎥

(R8年度まで更新工事中)
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(R8年度まで更新工事中)

（5,000㎥）
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（３）荒井浄水場

福島県郡山市荒井町字仲田５１

364ｍ

4,071ｍ

8,926ｍ
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（４）熱海浄水場

福島県郡山市熱海町高玉字入米ノ倉１

6ｍ×2.8ｍ×2.5ｍ×1池、5.65ｍ×2.825ｍ×2.5ｍ×2池 計 約121.8㎥

、薬注室、自家発電室

ポンプ室1.24㎥/分×22ｍ×7.5kw×3台（1台予備）

1,000㎥×1池（2槽式）、2,000㎥×1池 計 3,000㎥

旧浄水池

旧管理棟

管理棟

④浄水池

357.52ｍ

R8年度まで更新工事中

(1,000㎥)

364.930ｍ
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（５）柳橋浄水場、湖南東部簡易水道、湖南西部簡易水道、熱海中山簡易水道

● 柳橋浄水場

福島県郡山市中田町柳橋字前ノ内628－２

● 湖南東部簡易水道

福島県郡山市湖南町舟津字岩下2660

● 湖南西部簡易水道

福島県郡山市湖南町赤津字西岐2738－１

中田町柳橋及び中津川地区を対象に、昭和37

年から給水を開始した。黒石山中腹より湧水を

取水し、塩素滅菌処理の後、自然流下によって

給水している。

湖南町にあった11の簡易水道事業を、施設の

老朽化等により平成元年から平成10年にかけて

東部・西部の２簡易水道事業に統合整備した。

地下水を取水し塩素滅菌処理の後、自然流下

（一部加圧ポンプ）により給水している。

● 熱海中山簡易水道

福島県郡山市熱海町中山字早稲田１－４

各家庭で生活用水として使用していた井戸水

の枯渇に対応するため、平成６年４月から熱海

町中山地区へ給水を開始した。地下水を取水し

塩素滅菌処理の後、加圧ポンプにより給水して

いる。
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（６）耐震性貯水槽

希望ヶ丘１(団地南西ひまわり荘駐車場)

芳賀一丁目18(校庭北東側 相撲場東側）

安積二丁目50地先(公園 北入口付近)

富久山町久保田字愛宕23地先

開成二丁目21(公園南西側利用者駐車場)

柏山町(公園 南入口付近)

香久池一丁目11(公園 南東側入口付近)

鶴見坦二丁目６(公園 南東側入口付近)

西ノ内二丁目９(公園北側トイレ付近)

緑ケ丘東三丁目１-21(南東側 利用者駐車場)

堂前町５-16(消防署北西側 来客用駐車場)

駅前二丁目４(バスロータリー西側歩道)

安積北井一丁目49(南西側入口付近)

麓山一丁目16(南東側 障がい者用駐車場)

虎丸町20(公園南西側入口付近)

所在地

駐車場



３．下水道施設
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（１）下水道施設の配置図・処理区域

2023（令和5）年度末で93.9％ と

1,206,219m

71,428個

33,636個

182,123m

4,333個

6,371個

※数値は2024（令和6）年4月現在
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（２）下水道管理センター

福島県郡山市横塚三丁目１－１
市内の下水道関連施設を集中監視・運転する機能

（中央監視室）を併せ持ち、大雨時の雨水排水施設
および逢瀬側へ放流される雨水を簡易処理する役割
を担っています。

872,640㎥/日(150㎥/分×60分×24時間)×3基、簡易処理ポンプ

3基
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（３）湖南浄化センター

郡山市湖南町舟津字中ノ沢5493

湖南浄化センターは、豊かな自然に恵まれ
多くの人々が訪れる観光地であり、本市の水
道水源として大きな役割を果たす猪苗代湖の
水環境と湖南地区の生活環境を保全するため、
特定環境保全公共下水道として湖南地区の家
庭などで使われた下水（トイレ、台所、風呂
の水）を微生物の働きできれいな水にして猪
苗代湖に流している施設です。



ー18ー

（４）雨水貯留施設

雨水貯留施設の設置場所

雨水貯留施設は、近年多発する局地的大
雨（いわゆる「ゲリラ豪雨」）などによる
雨水を一時的に貯留することで、雨水によ
る浸水被害を軽減する施設です。

供用開始時期

2023年 1月

2023年 8月
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（５）マンホールポンプ場

〈2024(令和6)年4月現在〉

129



Ⅲ 本市の受援体制

本市における局災対本部の組織図は、下記のとおりである。

なお、詳細な担当所属や担当業務の内容については、別途、上下水道局災害対

策計画に定める。
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１．組織図及び体系図

図３ 上下水道局災害対策本部の組織図と各班の主な役割

・局災対本
部会議
・県、日水
協等との連
絡調整
・物品調達
・市民への
情報提供
・応援隊の
調整窓口
・職員の配
置調整

・災害対策
等の経費の
経理
・情報ネッ
トワークの
確保
・応援隊の
受入窓口
・他課の応
援協力

・市民との
連絡相談
・広報車で
の広報活動
・水道料金、
下水道使用
料の減免
・他課の応
援協力

・所管施設
の被害調査、
応急復旧
・応急給水
所の設置等、
応急給水
・他課の応
援協力

・所管施設
の被害調査、
応急復旧
・飲料水の
供給確保
・応急対策
用資材の調
達確保

・所管施設
の被害調査、
応急復旧
・下水道区
域内の排水
対策
・他課の応
援協力

・所管施設
の被害調査、
応急復旧
・下水道区
域内の排水
対策
・県、関係
機関との連
絡調整

【局災対本部】

総括責任者 上下水道事業管理者

本部長 上下水道局長

副本部長 上下水道局次長

技術統括責任者 水道技術管理者

班長 班長 班長 班長 班長 班長 班長

総務課長 経営戦略課長 営業課長 水道整備課長 水道保全課長 下水道整備課長 下水道保全課長

班員 班員 班員 班員 班員 班員 班員

総務課員 経営戦略課員 営業課員 水道整備課員 水道保全課員 下水道整備課員 下水道保全課員

局災対本部事務局（総務班）

総務班 下水道保全班経営戦略班 営業班 水道整備班 水道保全班 下水道整備班



２．窓口体制

局災対本部が他事業体に応援要請を決定した場合、同本部の総務課長が受援事

務責任者となり、下記のとおり、郡山市上下水道局内に応援調整窓口を設置する。

なお、受援に関する事務は、総務班が担当する。

① 応援調整窓口

（水道・下水道部門）

局災対本部 総務班

福島県郡山市豊田町１－４ 局庁舎３階

TEL：０２４－９３２－７６４３

FAX：０２４－９３９－５８０７

メール：jougesuisomu@city.koriyama.lg.jp

② 応援調整窓口の業務内容

（水道部門）

ア 局災対本部との調整に関すること

イ 他事業体への応援要請に関すること

ウ 日本水道協会との調整に関すること

エ 応援受入窓口への情報提供に関すること

（下水道部門）

ア 県への応援要請に関すること

イ 応援受入窓口への情報提供に関すること
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（１）応援調整窓口の設置

mailto:jougesuisomu@city.koriyama.lg.jp


経営戦略課長は、応援隊の受入れが決定した場合、下記のとおり、応援受入窓

口を設置する。経営戦略課長は、応援受入窓口業務を行わせるため、経営戦略班

員を応援受入窓口へ配置する。

① 応援受入窓口

（水道・下水道部門）

郡山市上下水道局 ５階大会議室

福島県郡山市豊田町１－４

TEL：０２４－９３２－７６４４（経営戦略課）

FAX：０２４－９３９－５８２０（ 〃 ）

メール：keieikanri@city.koriyama.lg.jp

② 応援受入窓口の業務内容

ア 応援隊の受入れに伴う受付け（活動体制、活動期間等の確認）と

各報告書の受取り・集約に関すること

イ 応援隊からの要望、苦情などの受付けに関すること

ウ 局災対本部からの指示事項の伝達に関すること

エ 応援調整窓口との調整に関すること
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（２）応援受入窓口の設置

mailto:keieikanri@city.koriyama.lg.jp


Ⅳ 水道部門

応援要請にあたっては、局災対本部の指示により、要請を行うものとする。

日本水道協会を通じ応援要請する場合のフロー図は以下のとおりとする。
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１．応援要請

図４ 応援要請に係るフロー図

（１）応援要請のフロー

応援隊
 

被
災
水
道
事
業
体
（
郡
山
市
） 

福
島
県
支
部
長
（
郡
山
市
） 

東
北
地
方
支
部
長
（
仙
台
市
） 

日
本
水
道
協
会
救
援
本
部 

要請を受けた 

各地方支部内事業体 
他の地方支部長 

要  請 要  請 要  請 

受入れ 



「図４ 応援要請に係るフロー図」における応援要請の手続き内容は次のとお

りとする。
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（２）応急給水（応急復旧）に係る応援要請の手続き

総務班

水道整備班（給水）
水道保全班（復旧）

局災対本部

経営戦略班

応援調整窓口

応援受入窓口

応援要請の指示

応援要請

応援要請を具申

県内水道事業体

設置

設置

情報共有

リエゾン

配置

日水協救援本部

日水協各地方支部

日水協東北地方支部

派遣

派遣

派遣

活動内
容・場所
等の調整

応援隊
の受付、
受入状
況の集
約

日水協東北地方支部

応援隊
の内容
調整

情報共有

①

②

③

報告

報告

応援隊

応援隊

応援隊

報告

④

⑧

⑨

③

⑩

⑧

⑤

⑧

⑥ ⑦

⑥

⑦

① 水道整備班は、上下水道局災害対策計画に定める応急給水計画を策定する。

策定した応急給水計画に基づき、他事業体への応援要請が必要と判断される

ときは、その旨を局災対本部へ具申する。



② 局災対本部は他事業体への応援要請を決定し、総務班へ応援要請の指示を

行う。

③ 総務班は水道保全班、水道整備班と調整し、総務班から他事業体への応援

要請を行うとともに、上下水道局３階に応援調整窓口を設置する。応援要請

にあたっては、要請内容（応援規模、期間等）に基づき、日本水道協会東北

地方支部（仙台市水道局）に対して、電話又はFAX等により連絡する。

④ 総務班は、要請した内容を局災対本部、水道保全班、水道整備班に報告す

る。

⑤ 経営戦略班は、職員を上下水道局５階に配置し、応援受入窓口を設置する。

準備物：パソコン端末（経営戦略課の実機を必要数配置）、プリンター

（総務課、経営戦略課から配置）、複合機（状況により別途契

約し配置）、パソコン等の配線はFICへ手配、電話機（経営戦略

課より必要数配置、状況によりNTTへ配線手配）

⑥ 応援調整窓口は、応援隊の内容（派遣元事業体、編成、人数、車両台数、

応援期間、応援隊の連絡窓口）について日本水道協会と調整し、応援受入窓

口に報告する。

⑦ 応援受入窓口は、応援隊と連絡し、応援隊の受付けを行い、応援隊の受入

状況を集約し、逐次、応援調整窓口に報告する。

⑧ 水道保全班と水道整備班は、必要に応じ随時職員（リエゾン）を上下水道

局５階に配置し、幹事応援水道事業体又は応援隊と応援活動内容や場所など

の調整を行う。リエゾンは、応援受入窓口と調整内容を共有する。

⑨ 応援調整窓口は、応援隊の受入状況及び活動状況について、局災対本部に

報告する。

⑩ 総務班は、日本水道協会が発行する「地震等緊急時対応の手引き」に規定

する「様式２ 被害・応援要請情報」を使用し、随時、日本水道協会東北地

方支部（仙台市水道局）に報告する。
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「図４ 応援要請に係るフロー図」における応援要請（応急復旧）の手続き内

容は次のとおりとする。

（手続きのイメージは、24ページ参照。）

① 水道保全班は、上下水道局災害対策計画に定める応急復旧計画を策定する。

策定した応急復旧計画に基づき、他事業体への応援要請が必要と判断される

ときは、その旨を局災対本部へ具申する。

② 以降は、前項の「（２）応急給水に係る応援要請の手続き」に記載の②以

降の手続きと同様とする。

ただし、応援調整窓口・応援受入窓口等、既に設置されている窓口はその

まま業務を引き継ぐものとする。

また、水道保全班、水道整備班の職員配置については、必要に応じて、追

加・変更を行い、対応するものとする。
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（３）応急復旧に係る応援要請の手続き



応援要請する際に伝達する主な事項は以下のとおりとする。

応援要請にあたっては、日本水道協会が発行する「地震等緊急時対応の手引

き」に規定する「様式５ 応援要請書」を使用し、応援隊からは、応急給水支援

の際は「様式15 応急給水応援体制報告書」を、応急復旧支援の際は「様式20

応急復旧応援体制報告書」により、支援体制の報告を求めることとする。
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（４）応援要請時の伝達事項

伝達事項 伝 達 内 容

被災状況 被害発生状況、断水の影響（戸数や人口）等

応援隊規模 応援人数、応援車両の種類及び台数、応援期間等

参集場所 上下水道局５階 応援受入窓口（22ページ参照）

本市連絡先 上下水道局災害対策本部総務班（21ページ参照）

資機材等 応急対策活動に必要となる資機材等

交通状況等
把握できている付近道路通行状況（緊急通行車両標章の必要有無
など）

受入施設等
電源、通信手段、宿泊場所等
宿泊場所については、本計画内の宿泊施設一覧を参考として、応
援隊ごとに各隊により手配し、報告を求める。

表２ 伝達事項及び内容例



２．応援受入体制等

本市は、21～22ページに記載があるとおり、応援調整窓口及び応援受入窓口を

設置し、局災対本部と応援隊との間の調整等を行う。

応援受入窓口は、応援隊の要請先、応援人数、応援車両等、応援隊の構成内容

について、応援調整窓口と共有し、応援隊との窓口として応援隊からの要望等に

適宜対応する。

応援受入窓口は、応援隊が到着後、応援隊の隊長からの着任報告とともに、以

下の報告書等の提出を受け、応援調整窓口へ連絡し、応援調整窓口は局災対本部

と共有を図る。

＜日本水道協会が定める様式＞

① 様式14 資機材の備蓄及び整備状況調査表

※ 様式11以外で資機材一覧を作成していれば、それでも可。

② 様式15 応急給水応援体制報告書

③ 様式20 応急復旧応援体制報告書

応援受入窓口は、上記の報告書等の提出を受けたら、日本水道協会が発行する

「地震等緊急時対応の手引き」に規定する「様式６ 給水車準備・活動状況」を

用いて状況を集約する。

また、応援受入窓口は、受入れた応援隊の総合連絡窓口として、応援隊からの

要望等の受付窓口となる。なお、受付けた要望等については、応援調整窓口へ報

告するとともに、関係班へ連絡するなど、適宜対応する。
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（１）応援受入体制

（２）参集場所

応援隊の参集場所は、22ページに記載している上下水道局（応援受入窓口）と

する。



応援受入窓口では、応援隊に対して以下の情報の提供を行う。

① 給水基地

・ 上下水道局（６ページ参照）

福島県郡山市豊田町１－４

・ 堀口浄水場（８ページ、９ページ参照）

福島県郡山市逢瀬町多田野字元寺１－１

・ 荒井浄水場（10ページ参照）

福島県郡山市荒井町字仲田５１

※ 給水基地は上記の３か所を原則とするが、浄水施設等の被害状況、応

急復旧状況等を総合的に判断し選定する。

② 応急給水拠点

ア 開設された臨時給水所

断水が発生した区域にある、各行政センター及び避難所等に開設した

臨時給水所を対象とする。

開設された臨時給水所の状況を確認し、応急給水を行う臨時給水所の

情報を提供する。
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（３）受入施設

（４）応援隊への情報提供

上下水道局の施設概要は以下のとおり。（詳細は６ページ参照）

① 住所：福島県郡山市豊田町１－４

② 建物：５階建て

活動スペース：５階（大会議室）

③ 駐車スペース：一般車両 約20台、給水車 約20台



イ 市内の主な病院

下記の病院を対象とする。
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◆ 地域災害拠点病院

◆ 第二次救急病院

医療機関名 住所 電話番号
受水槽
有効容量

給水方法

太田西ノ内病院
（人工透析あり）

西ノ内二丁目5-20 024-925-1188

126㎥ 受水槽(本館)

117㎥ 〃 (2号館)

144㎥ 〃 (5号館)

総合南東北病院
（人工透析あり）

八山田七丁目115

024-934-5322

27㎥
受水槽

(外科病院)

16㎥
受水槽

(検査、透析棟)

八山田七丁目161 18.5㎥
受水槽

（クリニック）

八山田六丁目60 50.9㎥
受水槽
（北棟）

八山田七丁目172 024-925-4333 21㎥
受水槽

（陽子線）

八山田七丁目149-1他 024-934-5322 19㎥
受水槽

（管理棟）

医療機関名 住所 電話番号
受水槽
有効容量

給水方法

今泉西病院 朝日二丁目18-8 024-934-1515
13.5㎥ 受水槽

15.1㎡
受水槽

（増築棟）

太田西ノ内病院 ※地域災害拠点病院 - - -

寿泉堂綜合病院
（人工透析あり）

駅前一丁目1-17 024-932-6363 44㎥ 受水槽

星総合病院
（人工透析あり）

向河原町159-1 024-983-5511 186㎥ 受水槽

坪井病院
安積町長久保一丁目
10-13

024-946-0808
40㎥

受水槽
（本館）

60㎡
受水槽
（新館）

総合南東北病院 ※地域災害拠点病院 - - -

太田熱海病院
（人工透析あり）

熱海町熱海五丁目240 024-984-0088 78.4㎥ 受水槽
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◆ その他の市内医療機関（病院）

医療機関名 住所 電話番号
受水槽
有効容量

給水方法

朝日病院
（人工透析あり）

朝日三丁目8-2 024-922-7527 9㎥ 受水槽

今泉眼科病院 堂前町20-9 024-922-0665 15㎥ 受水槽

桑野協立病院 島二丁目9-18 024-933-5422 35.1㎥ 受水槽

郡山市医療介護病院 字上亀田1-1 024-934-1240 60.2㎥ 受水槽

郡山病院 清水台二丁目7-4 024-932-0107 10.5㎥ 受水槽

佐藤胃腸科外科病院 図景一丁目4-6 024-922-3800 28㎥ 受水槽

寿泉堂香久山病院
（人工透析あり）

香久池一丁目18-11 024-932-6368
50.5㎥ 受水槽(新館)

19.6㎥ 受水槽(西館)

土屋病院 字山崎76-1 024-932-5425 36.8㎥ 受水槽

日東病院
（人工透析あり）

細沼町3-11 024-932-0164 17.5㎥ 受水槽

奥羽大学歯学部附属病院 富田町字三角堂31-1 024-932-8931 74㎥ 受水槽

福島県総合療育センター 富田町字上ノ台4-1 024-951-0250 35㎥ 受水槽

針生ヶ丘病院 大槻町字天正坦11 024-932-0201
68.8㎥ 受水槽(中央棟)

39㎥ 受水槽(東棟)

あさかホスピタル
（人工透析あり）

安積町笹川字経坦45 024-945-1701

20.9㎥ 受水槽(本館)

19.3㎥ 受水槽(花の棟)

16㎥ 受水槽(光の棟)

67.9㎥
受水槽

(森、風、ｱﾙﾊﾞ棟)

星ケ丘病院 片平町字北三天7 024-952-6411 120㎡
受水槽

（A棟、B棟、C棟
他）

南東北第二病院 八山田六丁目95 024-932-0503 35.8㎡ 受水槽
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◆ その他の市内医療機関（人工透析を実施している診療所）

医療機関名 住所 電話番号
受水槽
有効容量

給水方法

めらクリニック 御前南三丁目201 024-962-0038 9.6㎥ 受水槽

さかえ内科クリニック 横塚二丁目15-6 024-941-2202 9.9㎥ 受水槽

すずきクリニック
富久山町久保田字伊
賀河原12

024-925-0860 18.6㎥
受水槽
直接給水

あさか野泌尿器透析ク
リニック

巳六段89 024-983-1560 － 直接給水

じんキッズクリニッ
ク

字山崎305-6 024-974-2525 － 直接給水



３．受援による業務の実施

局地的な災害等の場合、応援隊の指揮は本市上下水道局が担うこととなるが、

大規模な災害等が発生した場合、被災事業体である本市の代わりに特定の地方支

部等が活動の差配に関する一定の権限付与を受け、復旧に至るまでの指揮をとっ

ていくこととなる（幹事応援水道事業体という）。

また、幹事応援水道事業体は、応援隊と応援受入窓口との総合連絡窓口の役割

も担う。

幹事応援水道事業体は、局災対本部会議で承認を得て決定する。

幹事応援水道事業体を設定した際の受援体制図は以下のとおりとする。
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（１）幹事応援水道事業体の設定

図５ 伝達事項及び内容例

※ 幹事応援水道事業体

公益財団法人日本水道協会が発行する「地震等緊急時対応の手引き（令和２年４月改訂）」の

18ページ参照。
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応援隊への指揮を行うため、局災対本部は水道施設班の職員を上下水道局５階

へ配置する。配置された職員（リエゾン）は、局災対本部と調整を図りながら、

応援隊へ活動場所等の指示を行う。

受援による１日の業務の流れは以下のとおりとなる。なお、会議・打合せなど

については、リエゾンが中心となり、応援受入窓口職員も共有することとする。

ア 事前準備

その日の業務に必要な事前準備を、本市及び応援隊それぞれが行う。

イ 会議・打合せ

その日の業務概要と本市職員、応援隊の役割分担、執行体制、分担地区な

どに関する情報を、日本水道協会が発行する「地震等緊急時対応の手引き」

に規定する「様式16 応急給水作業指示書」などを用いて共有する（下表参

照）。
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（２）応援隊による業務実施の流れ

① 局地的な災害等の場合

【応急給水活動に係る主な会議・打合せ事項】

項 目 確認・調整事項 使用様式・資料等

体 制

・給水車等の台数、人数等
・交代時期
・仮設水槽の有無
・広報手段の有無
・通信手段の確認（連絡窓口等）

様式14
様式15

活動場所等
・給水基地
・資機材格納施設場所
・応急給水活動場所

様式16

給水方法 ・給水方式（個別給水、拠点給水等）

その他 ・被害状況の共有 様式19

表３ 応急給水活動に係る主な会議・打合せ内容例



ウ 活動

各担当の活動を実施する。

エ １日の報告、情報共有、翌日作業予定

その日の活動終了後、本市職員と応援隊との間で、日本水道協会が発行する

「地震等緊急時対応の手引き」に規定する「様式16 応急給水作業報告書」な

どを用いて、その日の業務内容報告、明らかになった問題点等の共有等を行い、

翌日の計画を確認する（下表参照）。
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【応急復旧活動に係る主な会議・打合せ事項】

項 目 確認・調整事項 使用様式・資料等

体 制

・応援職員や施工業者の隊数・人数等
・交代時期
・バルブ操作の可否
・通信手段の確認（連絡窓口等）

様式20

活動場所等
・漏水調査
・漏水修繕作業

様式21

その他 ・被害状況の共有 様式19

表４ 応急復旧活動に係る主な会議・打合せ内容例

【応急給水活動に係る主な会議・打合せ事項】

項 目 確認・調整事項 使用様式・資料等

報告事項

・本日の給水活動実績
・給水場所の状況や要望等
・状況写真
・その他

様式16

協議事項
・翌日の活動場所（注水・給水等）
・給水方式等
・その他

表５ 応急給水活動に係る１日の報告、情報共有、翌日作業予定
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【応急復旧活動に係る主な会議・打合せ事項】

項 目 確認・調整事項 使用様式・資料等

報告事項
・本日の活動実績
・状況写真
・その他

様式21
様式23

協議事項
・翌日の応急復旧予定活動場所
・その他

表６ 応急復旧活動に係る１日の報告、情報共有、翌日作業予定

② 大規模な災害等が発生した場合

大規模な災害等が発生した場合、幹事応援水道事業体が復旧に至るまでの指揮を

とっていくこととなるが、応援活動開始直後の段階では、リエゾンが一定の差配を

行うこととする。なお、局災対本部が応援活動業務が安定してきたと判断した場合、

活動の指揮を幹事応援水道事業体へ引き継ぐものとする。

受援による１日の業務の流れは、以下のとおりとなる。なお、会議・打合せなど

については、リエゾンが中心となり、応援受入窓口職員も共有することとする。

ア 事前準備

その日の業務に必要な事前準備を、本市及び応援隊それぞれが行う。

イ 会議・打合せ

業務開始に先立ち、リエゾン及び幹事応援水道事業体の代表者は、会議・打

合せの場を持ち、リエゾンがその日の業務概要等について、日本水道協会が発

行する「地震等緊急時対応の手引き」に規定する「様式16 応急給水作業指示

書」などを用いて幹事応援水道事業体に対して指示を行う（表７、表８参照）。

なお、活動の指揮が幹事応援水道事業体に引き継がれた後は、幹事応援水道

事業体と応援隊の間で会議・打合せの場を持つこととする。



ウ 応援隊間での会議・打合せ

上記イの結果を受けて、幹事応援水道事業体は、応援隊に対して活動場所等

の指示を行う。活動の指揮が応援幹事水道事業体へ引き継がれた後は、本手順

は省略し、上記イにおいて実施するものとする。
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【応急給水活動に係る主な会議・打合せ事項】

項 目 確認・調整事項 使用様式・資料等

体 制

・給水車等の台数・人数等
・交代時期
・仮設水槽の有無
・広報手段の有無
・通信手段の確認（連絡窓口等）

様式14
様式15

活動場所等
・給水基地
・資機材格納施設場所
・応急給水活動場所

様式16

給水方法 ・給水方式（個別給水、拠点給水等）

その他 ・被害状況の共有 様式19

表７ 応急給水活動に係る主な会議・打合せ内容例

【応急復旧活動に係る主な会議・打合せ事項】

項 目 確認・調整事項 使用様式・資料等

体 制

・応援職員や施工業者の隊数・人数
・交代時期
・バルブ操作の可否
・通信手段の確認（連絡窓口等）

様式20

活動場所等
・漏水調査
・漏水修繕作業

様式21

その他 ・被害状況の共有 様式19

表８ 応急復旧活動に係る主な会議・打合せ内容例



エ 活動

各担当の活動を実施する。

オ １日の報告、情報共有、翌日作業予定

その日の活動終了後、本市職員と応援隊との間で、日本水道協会が発行する

「地震等緊急時対応の手引き」に規定する「様式16 応急給水作業報告書」な

どを用いて、その日の業務内容報告、明らかになった問題点等の共有等を行い、

翌日の計画を確認する（下表参照）。
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【応急給水活動に係る主な会議・打合せ事項】

項 目 確認・調整事項 使用様式・資料等

報告事項

・本日の給水活動実績
・給水場所の状況や要望等
・状況写真
・その他

様式16

協議事項
・翌日の活動場所（注水・給水等）
・給水方式等
・その他

表９ 応急給水活動に係る主な会議・打合せ内容例

【応急復旧活動に係る主な会議・打合せ事項】

項 目 確認・調整事項 使用様式・資料等

報告事項
・本日の活動実績
・状況写真
・その他

様式21
様式23

協議事項
・翌日の応急復旧予定活動場所
・その他

表10 応急復旧活動に係る主な会議・打合せ内容例



活動場所等（給水基地・応急給水拠点）については、29ページから32ページに

記載のとおりとする。

応急給水活動を行う臨時給水所の情報を提供する。
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（３）活動場所等について（給水基地・応急給水拠点）

（４）応援者の業務管理・交代・引継ぎ等

水道保全班、水道整備班は、応援隊からの日々の報告や復旧状況等から総合的

に判断し、応援隊の増員や減員、業務分担の変更等を検討し、局災対本部へ具申

する。

また、応援者の交代については、応援者同士で対応することとし、交代した旨

を応援受入窓口が把握するものとする。応援者交代に伴う引継ぎ等については、

漏れのないように応援者同士で行い、必要に応じて、応援受入窓口職員及びリエ

ゾンが業務引継ぎの協議に同席するものとする。



Ⅴ 下水道部門

応援要請にあたっては、局災対本部の指示により、要請を行うものとする。

福島県を通じ応援要請する場合のフロー図は以下のとおりとする。
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１．応援要請

図６ 応援要請に係るフロー図

（１）応援要請のフロー
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① 「北海道・東北ブロック下水道災害時支援に関するルール」に基づき、福

島県を通じて、北海道・東北ブロック連絡会議へ応援要請を行う。

応援要請にあたっては、以下の情報を提供する。

・ 被害の状況

・ 必要とする支援内容

・ 支援場所

・ 支援の期間

・ 現地への交通、アクセス情報

・ 資機材リスト（マンホール蓋開器具等）、水・食料事情

・ その他、必要な事項

② その他必要に応じ、一般社団法人こおりやま建設協会、協同組合ミズテッ

ク、郡山建設業者同友会等に対して、応援要請を行う。
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「図６ 応援要請に係るフロー図」における応援要請の手続き内容は次のとお

りとする。
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（２）応援要請の手続き

下水道保全班

局災対本部

経営戦略班

応援調整窓口

応援受入窓口

応援要請の指示

応援要請

応援要請を具申

福島県下水道課
（下水道対策本部）
・支援要請取りまとめ
・支援計画策定

設置

設置

情報共有

リエゾン

配置

北海道・東北ブロック下水道
災害支援連絡協議会

県内自治体

派遣

活動内
容・場所
等の調整

応援隊の受
付、受入状
況の集約

情報共有

①

②

③

報告

報告

応援隊

報告

④

⑧

⑨

③

⑨

⑧

⑤

⑧

⑥ ⑦

⑦

総務班

応援要請 報告 応援隊
の内容
調整

⑥



① 下水道保全班は、被害状況を把握した上で、他自治体への応援要請が必要

と判断されるときは、その旨を局災対本部へ具申する。

② 局災対本部は他自治体への応援要請を決定し、総務班へ応援要請の指示を

行う。

③ 総務班は、福島県下水道課への応援要請を行うとともに、上下水道局３階

に応援調整窓口を設置する。

④ 総務班は、要請した内容を局災対本部に報告する。

⑤ 応援受入窓口は、水道部門と併せ経営戦略班が設置する。

⑥ 応援調整窓口は、応援隊の内容（派遣元自治体、編成、人数、車両台数、

応援期間、応援隊の連絡窓口）について福島県下水道課と調整し、応援受入

窓口に報告する。

⑦ 応援受入窓口は、応援隊と連絡し、応援隊の受付けを行い、応援隊の受入

状況を集約し、逐次、応援調整窓口に報告する。

⑧ 下水道保全班は、必要に応じ随時職員（リエゾン）を上下水道局５階に配

置し、応援隊と応援活動内容や場所などの調整を行う。リエゾンは、応援受

入窓口と調整内容を共有する。

⑨ 応援調整窓口は、応援隊の受入状況及び活動状況について、局災対本部及

び福島県下水道課に報告する。
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２．応援受入体制等

本市は、21～22ページに記載があるとおり、応援調整窓口及び応援受入窓口を

設置し、局災対本部と応援隊との間の調整等を行う。

応援受入窓口は、応援隊の要請先、応援人数、応援車両等、応援隊の構成内容

について、応援調整窓口と共有し、応援隊との窓口として応援隊からの要望等に

適宜対応する。

応援受入窓口は、応援隊が到着後、応援隊の隊長からの着任報告を受け、応援

調整窓口へ連絡し、応援調整窓口は局災対本部と共有を図る。

応援受入窓口は、応援状況を集約する。

また、応援受入窓口は、受入れた応援隊の総合連絡窓口として、応援隊からの

要望等の受付窓口となる。なお、受付けた要望等については、応援調整窓口へ報

告するとともに、関係班へ連絡するなど、適宜対応する。
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（１）応援受入体制

（２）参集場所

応援隊の参集場所は、22ページに記載している上下水道局（応援受入窓口）と

する。

（３）受入施設

上下水道局の施設概要は以下のとおり。（詳細は６ページ参照）

① 住所：福島県郡山市豊田町１－４

② 建物：５階建て

活動スペース：５階（大会議室）

③ 駐車スペース：一般車両 約20台



３．受援による業務の実施
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（１）応援隊による業務実施の流れ

応援隊への指揮を行うため、局災対本部は下水道保全班の職員を上下水道局５

階へ配置する。配置された職員（リエゾン）は、局災対本部と調整を図りながら、

応援隊へ活動場所等の指示を行う。

北海道・東北ブロック連絡会議へ応援要請を行った場合、「北海道・東北ブ

ロック下水道災害時支援に関するルール」に定めるところにより、被災事業体で

ある本市は、福島県及び北海道・東北ブロック連絡会議とも緊密に連絡をとりな

がら、応援隊の指揮をとることとする。

また、一般社団法人こおりやま建設協会、協同組合ミズテック、一般社団法人

郡山建設業者同友会等に対して応援要請を行った場合、業務の指示は本市が行う

こととする。

① 業務概要

ア 応急復旧業務

・ 仮設管路設置

・ 応急汚水運搬

・ 仮設トイレ設置

・ 応急汚水処理 等

イ 緊急調査業務

・ 緊急管路調査

・ 緊急施設点検調査 等

ウ その他業務

・ 応急で対策を要する業務

② 会議・打合せ

（２）応援者の業務管理・交代・引継ぎ等

下水道保全班は、応援隊からの日々の報告や復旧状況等から総合的に判断し、

応援隊の増員や減員、業務分担の変更等を検討し、局災対本部へ具申する。



Ⅵ 受援の終了

応援活動終了の決定は、局災対本部が行う。
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１．応援活動終了の決定

２．応援活動終了の連絡

応援調整窓口は、局災対本部で応援終了の決定がされた場合、直ちに応援受入

窓口及び応援要請先にその旨の連絡を行う。

応援調整窓口及び応援受入窓口は、応援隊の撤収が終了次第、解散し、各班に

合流する。

下水道部門においては、福島県下水道対策本部へ解散要請を行う。

３．応援活動記録の作成と整理

総務班は、水道部門においては、提出された「様式16 応急給水作業報告書」

や「様式18 応急給水作業集約表」などの各種報告書を基に、応援活動の記録を

作成し整理する。

下水道部門においては、各種記録等を基に、応援活動の記録を作成し整理する。

４．応援受入れに伴う費用の精算

応援受入れに伴う費用の考え方は、５ページ「(2) 費用負担」のとおりとし、

総務班は、被災自治体が負担すべき費用について精算を行い、支払いに関する事

務を行う。

５．その他の業務

総務班は、応援活動へのお礼、礼状の発送などの業務を行う。



資 料 編
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No. 名 称 所在地

１ 富田行政センター 郡山市町東三丁目84番地

２ 大槻行政センター 郡山市大槻町字中前田56番地の1

３ 安積行政センター 郡山市安積一丁目38番地

４ 三穂田行政センター 郡山市三穂田町富岡字鹿ノ崎11−1

５ 逢瀬行政センター 郡山市逢瀬町多田野字南原3番地

６ 片平行政センター 郡山市片平町字町南7番地の2

７ 喜久田行政センター 郡山市喜久田町堀之内字下河原1番地

８ 日和田行政センター 郡山市日和田町字広野入5−1

９ 富久山行政センター 郡山市富久山町福原字泉崎181-1

10 湖南行政センター 郡山市湖南町福良字家老9381-2

11 熱海行政センター 郡山市熱海町熱海二丁目15-1

12 田村行政センター 郡山市田村町岩作字穂多礼72

13 西田行政センター 郡山市西田町三町目桜内259

14 中田行政センター 郡山市中田町下枝字大平358番地

◆ 行政センター 一覧
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各行政センターの配置はこちらを参照 →



◆ 指定避難所及び指定緊急避難場所 一覧
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避難所の情報はこちらを参照 →



適用開始日 協定名 締結先

H18.5.26 日本水道協会福島県支部災害時相互応援に
関する協定
応急給水、応急復旧、応急復旧用資機材の
提供、漏水調査、工事業者の斡旋

日本水道協会福島県支部の会員である
県内の水道事業体（39団体）

H24.11.7 応急対策業務の支援協定
災害時の下水道施設破損時の汚水等の収集
運搬・清掃に関する支援

協同組合ミズテック
〒963-0111
郡山市安積町荒井字細子35-1 ＴＫビ
ル201
代表理事 古河 清美

H25.3.27 東北地域における工業用水道災害時等の相
互応援に関する協定
職員の派遣、 物資及び資材の提供

青森県、岩手県、一関市、宮城県、村
田町、秋田県、大館市、山形県、東根
町、子国町、福島県、白河市、南相馬
市、西郷村、双葉地方水道企業団

H26.4.11 日本水道協会東北地方支部災害時相互応援
に関する協定

応急給水、応急復旧、応急復旧用資機材
の提供、漏水調査、工事業者の斡旋

日本水道協会東北地方支部長及び各県
支部長（6団体）

H27.2.27 災害時の下水管内の清掃やカメラ調査等に
関する支援協定

公益社団法人日本下水道管路管理業協
会
〒101-0032
東京都千代田区岩本町二丁目5-11
会長 長谷川 健司

H28.10.31 下水道事業における連携協力に関する協定 日本大学工学部

H29.3.29 災害時応急対策業務に関する協定
電話及び窓口対応、広報、 料金の減免、

応急給水に関する業務

第一環境株式会社東北支店

H29.5.30 災害時における応急対策業務の支援に関す
る協定
上下水道施設被災時の復旧工事、大雨時

の土のう配付や仮設ポン
プ運転

一般社団法人こおりやま建設協会
〒963-8852
郡山市台新一丁目33-5
代表理事 佐藤 彰宏

H30.1.19 災害時における上下水道施設応急対策の支
援に関する協定

地震や大雨等の災害発生時、上下水道施
設の被災防止及び被災施設の早期普及

郡山市管工事協同組合
〒963-8861
郡山市鶴見担一丁目6-37
理事長 伊藤 英男

H30.7.19 災害時における上下水道施設応急対策の支
援に関する協定

地震や大雨等の災害発生時、上下水道施
設の被災防止及び被災施設の早期普及

郡山建設業者同友会
〒963-0531
郡山市日和田町高倉字上萱沼47-6
会長 椎根 和芳

◆ 上下水道局の応援、支援協定 一覧
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◆ 応急給水活動に必要となる資機材等の例

NO. 準備物 備考

1 給水蛇口用ホース

2 消防用ホース 10m、15m、20m

3 消防用ノズル

4 ポリタンク 10リットル

5 角スコップ

6 軍手

7 防水手袋

8 除雪ブラシ

9 ＩＰ無線機

10 残留塩素測定器 試薬付

11 容器（白鍋）

12 給水袋 6リットル×100袋／箱

13 給水栓 ホース、ジョイント付

14 カラーコーン

15 交通誘導棒

16 タブレット

17 救急箱

18 その他雑品（※）

19 携帯トイレ

20 携行缶 20リットル

21 新聞紙

22 ビブス（ベスト）

23 カセットコンロ、ガス缶、ヤカン

24 除雪ブラシ

25 災害応援マグネット

26 給水車用災害応援幕

27 毛布

28 寝袋

29 ホイッスル

※ 令和６年能登半島地震での支援にあたり、本市が持参した資機材等
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◆ 応急復旧活動に必要となる資機材等の例（水道）

NO. 準備物 備考

1 音聴棒

2 水質検査キット

3 大開栓器

4 小開栓器

5 ＭＨ鍵

6 蓋上げ機

7 カラス

8 パイレン

9 剣スコップ

10 角スコップ

11 ラッカースプレー

12 チョーク

13 食用油スプレータイプ

14 巻尺

15 コンベックス

16 パッキンφ13・φ20

17 口径プレート各種

18 十字ハンマー

19 石頭ハンマー

20 十―ドライバー

21 消火栓スタンド

22 消防ホース（5ｍ）

23 ＩＰ無線機

24 活動記録簿

25 報告様式等（日水協） 様式20、21、23

26 災害派遣等従事車両証明書

27 交通誘導棒

28 端末（Surface、在宅）

29 救急箱

30 その他雑品
ごみ袋、ﾏｼﾞｯｸ、筆記用具、ﾉｰﾄ、A3
用紙、養生ﾃｰﾌﾟ、ｶﾞﾑﾃｰﾌﾟ、ｾﾛﾃ-ﾌﾟ、
電卓など

31 携帯トイレ

32 新聞紙

33 ビブス（ベスト）

34 災害応援マグネット(大)

35 災害応援マグネット(小)

36 ホイッスル

37 カメラ

38 クーラーボックス

※ 令和６年能登半島地震での支援にあたり、本市が持参した資機材等



◆ 郡山市内の宿泊施設一覧（参考）

令和7年度 磐梯熱海温泉旅館協同組合 会員名簿
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最新の宿泊情報はこちらを参照 →

No. 事業所名 郵便番号 住 所 電話番号

1 熱海荘 963-1309 郡山市熱海町熱海４－３１５ 024-984-2101

2 紅葉館きらくや 963-1309 郡山市熱海町熱海４－３９ 024-984-2130

3 四季彩一力 963-1309 郡山市熱海町熱海４－１６１ 024-984-2115

4 ゆとりろ磐梯熱海 963-1309 郡山市熱海町熱海５－１８ 024-984-2811

5 萩姫の湯栄楽館 963-1309 郡山市熱海町熱海４－４７ 024-984-2135

6 伊東園ホテル磐梯向滝 963-1309 郡山市熱海町熱海５－２９５ 024-955-6091

7 万葉の宿 八景園 963-1309 郡山市熱海町真弓山４-８ 024-984-3145

8 ホテル華の湯 963-1309
郡山市熱海町熱海５－８－６
０

024-984-3333

9 健康温泉水林亭 963-1309 郡山市熱海町熱海５－４３ 024-984-2735

10 貸切温泉の宿 深山荘 963-1309 郡山市熱海町熱海５－１７１ 024-984-2648

11
あたたかい記憶が宿る 守
田屋

963-1309 郡山市熱海町熱海５－２７１ 024-984-2620

12 山城屋旅館 963-1309 郡山市熱海町熱海５－１４５ 024-984-2216

13 幻灯庵 月の庭 963-1309 郡山市熱海町熱海５－１４３ 024-984-2301

14 湯のやど 楽山 963-1309 郡山市熱海町熱海５－３９ 024-984-2325

15 離れの宿 よもぎ埜 963-1309 郡山市熱海町熱海５－３３ 024-984-2671

16 をりふしの宿 昭月 963-1309 郡山市熱海町熱海５－３０ 024-984-3309

17 オーベルジュ鈴鐘 963-1309 郡山市熱海町熱海５－３８ 024-994-1555

18 温泉プチホテル湯ｋｏｒｉ 963-1309 郡山市熱海町熱海１－１０９ 024-984-3811

19 浅香荘 963-1309 郡山市熱海町熱海５－40 024-984-3157

事務局 磐梯熱海温泉旅館協同組合 963-1309 郡山市熱海町熱海4-406 024-984-2182



No. 事業所名 郵便番号 住 所 電話番号

1 うねめ旅館 963-8871 本町２－２７－７ 024-932-1389

2 みずほ旅館 963-8862 菜根５－８－１５ 024-922-4960

3 ホテル蓬莱 963-8006 赤木１４－１３ 024-922-0064 

4 郡山温泉 963-0201 大槻町西勝の木３８－１ 024-951-1231 

5 月光温泉クアハイム 963-0102 安積町笹川四角坦４３－１ 024-947-1126 

6 東横イン郡山 963-8871 本町１－６－３ 024-935-1045 

7 郡山三穂田温泉 963-0128 三穂田町駒屋四十坦原１６ 024-954-2626 

8 あぶくま旅館 963-8835 小原田３－８－３ 024-944-4958 

9 チサンホテル郡山 963-8002 駅前１－８－１８ 024-923-6711 

10 郡山ビューホテル 963-8004 中町３－１ 024-924-1111 

11 セントラルホテル 963-8871 本町１－１０－１３ 024-923-2255 

12 バン源田 963-0213 逢瀬町多田野源田５ 024-957-2320 

13 太田屋旅館 963-0213 逢瀬町多田野休石２９ 024-957-2620 

14 スターホテル郡山 963-8017 長者３－５－６ 024-934-5221 

15 スマイルホテル郡山 963-8813 芳賀３－１７９－１ 024-943-6851 

16 ホテルシーアンドアイ 963-8878 堤下町１２－７ 024-927-1119  

17 源平旅館 963-8851 開成３－４－３ 024-922-2496 

18
ホテルクラウンヒルズ
郡山 

963-8001 大町１－１－１ 024-925-4411 

19
ダイワロイネットホテル
郡山駅前 

963-8002 駅前１－６－１０ 024-927-4855  

20
ホテルリブマックス福島
郡山駅前 

963-8002 駅前２－３６５ 024-935-2180  

21 郡山ワシントンホテル 963-8001 大町１－３－３ 024-923-1311  

22 ホテルバーデン 963-0112 安積町成田字島ノ前２－３ 024-947-7777 

事務局 郡山市旅館ホテル組合 963-8861
郡山市鶴見坦1-8-3 アムリ
タHD（株）内

024-935-5181

令和7年度 郡山市旅館ホテル組合 会員名簿

ー54ー

最新の宿泊情報はこちらを参照 →



令和7年度 郡山ホテル協会 会員名簿
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最新の宿泊情報はこちらを参照 →

No. 事業所名 郵便番号 住所 電話番号

1 郡山シティホテル 963-8002 郡山市駅前2-5-16 024-922-1111

2 チサンホテル郡山 963-8002 郡山市駅前1-8-18 024-923-6711

3 郡山ビューホテル 963-8004 郡山市中町3-1 024-924-1111

4 郡山ワシントンホテル 963-8001 郡山市大町1-3-3 024-923-1311

5 スターホテル郡山 963-8017 郡山市長者3-5-6 024-934-5221

6 セントラルホテル 963-8871 郡山市本町1-10-13 024-923-2255

7
ホテルグローバルビュー郡
山

963-8004 郡山市中町11-2 024-932-3232

8
ホテルグローバルビュープ
レミアム郡山

963-8004 郡山市中町12-2 024-954-8585

9
郡山ビューホテルアネック
ス

963-8004 郡山市中町10-10 024-939-1112

10 ホテルクラウンヒルズ郡山 963-8001 郡山市大町1-1-1 024-925-4411

11 ホテルハマツ 963-8014 郡山市虎丸町3-18 024-935-1111

12 ホテルシーアンドアイ 963-8878 郡山市堤下町12-７ 024-927-1119

13
ダイワロイネットホテル郡
山駅前

963-8002 郡山市駅前1-6-10 024-927-4855

事務局
郡山ビューホテルアネック
ス内

963-8004 郡山市中町10-10 024-939-1112



令和７（２０２５）年３月策定
令和７（２０２５）年５月改訂
令和８（２０２６）年４月改訂

郡山市上下水道局 総務課
〒９６３－８０１６
福島県郡山市豊田町１－４
ＴＥＬ０２４－９３２－７６４３
ＦＡＸ０２４－９３９－５８０７
Ｅ-mail：jougesuisomu@city.Koriyama.lg.jp
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